
直接話法の意図的な使用

ートーマス・マンの『トニオ・クレーガー』の一節による検証一

中島 伸

1. 問題提起

本論文で扱うトーマス・マンの『トニオ・クレーガー』などのドイツ文

学作品では，語り手の発言・思考内容を示す手段として，直接話法，間接

話法，そして体験話法などの引用形式が用いられ，作家はこれらの引用形

式を駆使して作品を執筆している。そこで問題となるのは，文学作品にお

ける引用形式の使い分けである。例を挙げるとすれば，なぜトーマス・マ

ンは『トニオ・クレーガーJの中で次の（l）と（2）の傍線部のような直
接話法で示しているのかという点である（本論文における用例中の傍線は

筆者によるもので，引用文は全て現正書法に改めている）。

(1）沖Ja≪,sagte er (Tonio），分manisst i.iberhaupt zu schwぽ hieroben. Das macht 

faul und wehmi.itig.≪ 

神聖恒也z≪ wiederholte der junge Mann und betrachtete ihn (Tonio) 
verdutzt ... 

》Siesind wohl fremd hier, Heη？≪ fragte er (der junge Mann) plotzlich ... 

(Thomas Mann: Tonio Kri:iger[7.] (2004:S.298)) 

(2）悼むbrigenswerde ich nachstens >Don Carlos< lesen！αsagteぽ (Hans) rasch. 

(Thomas Mann: Tonio Kri:i伊r[l.](2004:S.254)) 

これについては，以前カフカの『審判』の一節を基にして，引用形式に

おける語り手の視点から見たダイクシス表現の転換の有無，そして導入文

の有無という点から， 3つの引用形式の文体的効果の差が生じるのではな
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いのかという結論に至った I）。その後，多方面から検証した結果，ダイク

シスの転換や導入文の有無だけではなく，引用形式に備わっている機能や

導入文に関する語学的な要素からも 3つの引用形式の文体的効果の差が生

じることが考えられる。

本論文ではまず指示表現，直接話法と間接話法の機能と形態的特徴，そ

して直接話法から間接話法へ転換可能な文と不可能な文について言及す

る。これらの言及内容から，引用形式の文体的効果を解明する手段として，

まず引用形式の基となる直接話法の文体的効果について触れ，作者である

トーマス・マンが（1）と（2）の一節で意図的に直接話法を使用している

ことについて検証したい。

2. 指示表現

言語テキスト内で用いられる語輩には，名調，動詞，そして前置調など

の形式と意味の恋意的な対応に基づく辞書的な意味を持つ語葉だけではな

く，指示することによって基づく語棄が存在する。なお，この指示的な語

は照応的な語棄と直示的な語棄の2種類に区分される。

2.1 照応的な語葉

照応的な語棄とは言語テキスト内で指示対象がどれであるか理解できる

語棄のことで， 3人称の人称代名調er,sie, esと指示代名詞 der,dieser, jener 

などが属する（本論文における用例中の点線は筆者による）。

(3) lch habe den Roman gelesen. Er gefallt mir sehr gut. 

〈国松他［編］ (1990:648頁）〉

(4) Dieser Tisch ist kleiner als der meines Freundes. 

〈国松他［編］ (1990:483頁）〉

上記の（3）の傍線部Erは前の文中の点線部の男性名詞Romanを指示

する機能を持ち，（4）の傍線部derは点線部の男性名詞 Tischを指示する。

2.2 直示的な語集

直示的な語棄とは．言語テキストの外に存在する言語テキストが生み出
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された特定の発話場面を基準にした指示表現のことであり，このような表

現のことをダイクシス表現と言う。ダイクシス表現に属する少数の語葉は

発話の行われる基本条件である”ich-jetzt-hier“に対応して，人称のダイク

シス・時のダイクシス・場所のダイクシスという 3つに区分して扱うこと

が出来る。

2.2.1 人称のダイクシス

人称のダイクシスにはい 2人称の人称代名詞 ich,du, wir, ihr, Sieと1・

2人称の所有冠詞 mein,dein, unser, euer, Ihrが属する。これらの語は発話場

面における特定の語り手と特定の聞き手を示す機能を持ち，名詞の代理と

いう機能を持たない。次の（5）の傍線部duは特定の聞き手，傍線部ich

は特定の語り手を示し，発話の場に居合わせていれば，先行表現や先行文

脈を必要とせず，いきなり使っても誰を指示しているのかが分かる。

(5) Lernst du Deutsch? -Ja, ich lerne Deutsch. 

2.2.2 時のダイクシス

時のダイクシスには次の（6）から（8）の傍線部heute,gestern, morgen 

などが属する。

(6) Die Vorlesung heute fiillt aus. 

(7) Gestern hat es den ganzen Tag stark geregnet. 

(8) Ich fahre型空皇竺nachSendai. 

〈岩崎（1998:554頁）〉

（岩崎（1998:483頁）〉

〈岩崎（1998:812頁）〉

一般的に，時点とは語り手が2つの事象を前提にして，基準となる事象

ともう lつの事象が起こる「前」，「同時」，「後」という相対的順序によっ

てしか考えることが出来ないと分析される。時のダイクシス表現の lつと

して，基準となる事象が語り手の発話行為そのものであるケースがあり，

本来なら次の（6’）から（8＇）のように，点線部の語り手の発話行為を示
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す”Ichspreche“を導入文とする直接話法の形になる。

(6') ！空型 ~P！空~~宅：”DieVorlesung担旦空白litaus.“ 

(7’） ！空ち－SP！竺険：”豆竺竺旦hates den ga田 enTag stark geregnet.“ 

(8') ！~~ ~P！~モ町宅： ,,Ich fahre型堕竺nachSendai.“ 

しかし時のダイクシスでは語り手の発話行為が言語テキストの外に存

在するため，（6）から（8）の言語テキスト内には，語り手の発話行為を

示す”lchspreche“という導入文が存在しない形となる。このような文で使

われる時点を示す副詞のことを時のダイクシスと言い，（6）のheute, (7) 

のgestem，そして（8）の morgenはこれら 3つの用例，すなわち言語テ

キストを述べている語り手の視点から見た時の表現となる。要するに，（6)

の「今日の講義は休講だ」という内容は発話行為と同時に起こる事象，（7)

の「昨日は一日中雨が激しく降っていた」という内容は発話行為よりも前

に起こった事象，そして，（8）の「明日仙台へ行く」という内容は発話行

為よりも後に起こる事象を示すことになる。

2.2.3 場所のダイクシス

場所のダイクシスには hier,dort, daなどが属する。 hierとdortは共に語

り手のいる場所を基準とした位置規定の表現であり， hierの指示領域は語

り手に近い場所， dortは語り手から離れた場所を示す。そして， daも語

り手のいる場所を基準とした位置規定の表現であり，指示領域は聞き手に

近い場所を示す。

(9) Hier steht ein Junge, und dort sitzt ein Madchen. 

(10) Darfich da sitzen? 

〈岩崎（1998:560頁）〉

〈国松他［編］ (1990:445頁）〉

上記の（9）では， Jungeは語り手に近い場所に， Madchenは語り手か

ら離れた場所にいることが示され，（IO）の daを含む文は，語り手が聞き

手に近い場所に腰かけていていいのかどうかを聞き手に尋ねていることを
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示している。

3. 直接話法と間接話法

まず，引用という現象が成立する条件についてだが，これは言語テキス

トを生み出した発話場面の他に，更にもう 1つの発話場面がはめ込まれる

という二重構造を描写する場合に成立する。本章では，直接話法と間接話

法の機能と形態的特徴について述べる。

3.1 直接話法

直接話法は言語テキストを生み出した発話場面の言語テキストにはめ込

まれたもう 1つの発話場面の言語テキストが，引用符という特別の記号に

よって示される。要するに，登場人物の発言・思考内容をそのまま聞き手

に伝える機能を持っているため， 2つの発話場面の聞のダイクシスにずれ

は生じない。

( 11 a) Hans behauptet：”Ich habe davon nichts gewusst.“ 

( 12a) Hans behauptet：”型空堕竺~守g手空！es.“ 
( 13a) Hans behauptet: ,,Ich habe hier nichts zu加n.“

(Klosa (1998:S.779)) 

(lla）の傍線部Ich, ( 12a）の傍線部Morgen，そして（13a）の傍線部

Ichとhierが直接話法の語り手Hansの視点から見たダイクシス表現とな

る。また．定形の法は（1 la）と（13a）の点線部habe, (12a）の点線部

regnetのように直説法の現在となる。

3.2 間接話法

間接話法は引用符によって示されている直接話法が言語テキストを生み

出した発話場面の言語テキストとして示される。そのため，人称・時・場

所のダイクシス表現は直接話法の語り手の発言・思考内容を再現する間接

話法の語り手の視点に転換されることになっている。

( 11 b) Hans behauptet, <lass er davon nichts ge川 ssthabe. 
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(12b) Hans behaupt渇t,dass es am nachsten Tag ！空~ぞ－

(13b) Hans behauptet, dass釘 do此nichtszu制nhabe. 

(Klosa (1998:S.779)) 

(I lb）の傍線部er, (12b）の傍線部m nachsten百g，そして（13b）の

傍線部erとdortがHansの発言内容を再現している間接話法の語り手の

視点から見た表現となる。また，定形の法は（llb）と（13b）の点線部

habe, (12b）の点線部r官gneのような接続法となる。

ところが，本章で挙げた（lla）と（llb),(12a）と（12b），そして（13a)

と（13b）の Klosa(1998:S.779）や，次の（14a）と（14b）の Helbig/

Buscha (2001:S.179），そして（15a）と（15b),(16a）と（16b）のEngel(2009:S.69) 

のように，間接話法中の時と場所のダイクシス表現に関しては転換を明示

している文法書もあれば，そうではない文法書もある。例えば， Schultz/

Griesb叫 h(1962:S.79）のように（17a）と（17b）.そして（18a）と（18b)

を挙げて，場所のダイクシス表現のみ転換することを示している文法書も

あれば， Heidolphu.a. ( 1981 :S.823）のように（19a）と（19b）を挙げて，

時と場所のダイクシス表現の転換を不要としている文法書もある九

①時と場所のダイクシス表現の転換を示す用例

( 14a) Mein Rostocker Freund hat mir am Sonntag am Telefon gesagt: 

,,Gestern ist hier eine groBe Kunstausstellung eri:iffnet worden.“ 

(14b) Mein Rostocker Freund hat mir am Sonntag am Telefon gesagt, am Vortag 

sei dort eine groBe Kunstausstellung eri:iffnet worden. Jl 

( 15a) Sabine sagte：”Du sollst das担旦undnicht型空堕竺roach閣一）

( 15b) Sabine sagte, er so Ile das型並些旦undnicht am nachsten Tag machen. 
(16a) Anton sagte：”lch habe den Baum von hier aus g悶 hen."4)

( 16b) Anton sagte, er habe den Baum von dort a凶 gesehen.

②場所のダイクシスのみ転換を示す用例

( 1 7 a) lch sagte：”Ich komme morgen.“ 

( I 7b) Ich sagte, ich k泊四型企堕型・

( 18a) Er schrieb：”Ich bin seit drei Wochen hier.“ 
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(18b) Er schrieb, er sei seit drei Wochen dort. 

③時と場所のダイクシス表現の不転換を示す用例 5)

( 19a) Elke sagte：”lch kann heute nicht kommen.“ 

(19b) Elke sagte, <lass sie heute nicht kommen kann/konne. 

4. 直接話法から間接話法へ転換可能な文と不可能な文

直接話法から間接話法へ転換する場合，全ての直接話法の文が間接話法

へ転換出来るとは限らない。本章では，まず間接話法への転換が可能な直

接話法の文について述べた後に，間接話法への転換が不可能な直接話法の

文とその存在理由について言及する。

4.1 間接話法へ転換可能な文

元々，定形の法が接続法であったものは別にして，定形の法が直説法現

在の平叙文と従属文だけである。

(20a) Sie hat mir gesagt：”Ich Iese gerade einen Roman von Tolstoi.“ 

(20b) Sie hat mir gesagt, sie Iese/lase gerade einen Roman von Tolstoi. 

(Buscha/Zoch (1999:S.37)) 

(21 a) Hans sagte四 mir：”Wenndie Sonne am hochsten steht, ist es Mi陶 g."6)

(21b) Hans sagte mir, wenn die Sonne am hochsten stehe, sei es Mittag. 

(20a）の定形の法が直説法現在の平叙文に関しては，傍線部の直説法現

在 Ieseを，（20b）の傍線部の接続法I式Ieseまたは接続法E式 laseにす

れば間接話法に転換可能となる。そして，（21a）の定形の法が直説法現在

の従属文に関しては，傍線部の直説法現在stehtと主文中のistを，（21b)

の傍線部のように接続法I式steheとseiにすれば，間接話法に転換可能

となる。

4.2 間接話法へ転換不可能な文

これに該当するのは，疑問文，定形の法が命令法の文，そして定形の

法が直説法過去の文である。
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4.2.1 疑問文

まず，疑問文についてだが，これに関しては次の（22a）から（22c）を

使って述べてみたい 7)（用例中の太字イタリック体は筆者による）。

。2a)Hanna fragt Peter：”Von wem hast du <las Buch bekommen？“ 
(22b) Hanna fragt Pet釘：”拘nwem du <las Buch beko明menhast.“ 

(22c) Hanna fragt Peter, von wem er <las Buch bekom閣 enhabe. 

(Klosa (1998:S.780)) 

(22a）の直接話法で示された「誰からその本を貰ったの？」という意

味の疑問文”Vonwem hast du <las Buch bekommen？“は，直接話法の語り

手である Hannaの質問内容となる。これに対して，間接話法で示され

た（22c）の「誰からその本を貰ったのか」という意味の”vonwem er <las 

Buch bekommen habe“は，直接話法で示された疑問の内容を再現する語り

手の視点から見た文，つまり， Hannaの質問内容の描写となる。要するに，

直接話法と間接話法の語り手の視点の違いから，（22c）の間接話法は直接

話法の語り手の質問内容ではないことが言える。そのため，代用表現とし

て（22b）のような疑問詞を使った定型文末の埋め込み文”Vonwem du <las 

Buch bekommen hast'“で示した後に，（22c）のような人称のダイクシスと

定形の法を換えた形で示される。

4ふ2 定形の法が命令法の文

定形の法が命令法の文．すなわち命令文は次の（23a）の傍線で示され

た直接話法の文が該当する。

(23a) Der Vorarbeiter befahl mir: ,,Erledige diese Arbeit heute noch！“ 

(23b) D釘拘rarbeiterbefahl mir: ,,Du sol/st diese Arbeit heute noch erledigen.“ 

(23c) Der Vorarbeit庶民fahlmir, ich soil (t) e diese Arbeit noch am gleichen Tag 

竺空型型ニ (Klosa (1998:S.780)) 

(23a）中の「今日のうちにこの仕事を片付けろけという意味
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の”Erledigediese Arbeit heute noch！“は，直接話法の語り手である Der

Vorarbeiterの命令内容となる。これに対して，（23c）中の間接話法で示さ

れた「その日のうちにこの仕事を片付けるよう」という意味の”ichsoil (t) e 

diese Arbeit noch am gleichen Tag erledigen“は，直接話法で示された命令内

容を再現する語り手の視点、から見た文，つまり， DerVorarbeiterの命令内

容の描写となる。要するに，直接話法と間接話法の語り手の視点の違いか

ら，（23c）の間接話法は直接話法の語り手の命令内容ではないことが言え

る。そのため，代用表現として（23b）の，，Dusollst diese Arbeit heute noch 

erledigen“のような話法の助動詞sollenを使った平叙文の形で示した後に，

(23c）の人称や時のダイクシス表現と定形の法を換えた形で示される 8）。

4.2.3 定形の法が直説法過去の文

最後に，定形の法が直説法過去の文．すなわち過去形は次の（24a）の

傍線で示された直接話法の文が該当する。

(24a) Hans behauptet: ,,]ch w附 ：stedavon nichts.“ 

(24b) Hans behaupt到：”dasser davon nichts gewus，宮that.“

(24c) Hans behauptet, dass er davon nichts gewusst habe. 

(Klosa (1998:S.779)) 

(24a）中の「それについては何も知らなかった」という意味の直接話法

”Ich wusste davon nichts“は，直接話法の語り手である Hansの過去に起こっ

た事象の発言内容となる。これに対して，（24c）中の間接話法で示された

”dass er davon nichts ge削 ssthabe“は，直接話法で示された過去に起こった

事象の発言内容を再現する語り手の視点から見た文，つまり， Hansの過

去に起こった事象内容の描写となる。要するに，直接話法と間接話法の語

り手の視点の違いから， (24c）の間接話法は直接話法の語り手の過去に起

こった事象内容ではないことが言える。そのため，代用表現として（24b)

の”dasser davon nichts gewusst hat“のような，現在完了形を使った文の形

で示される。そもそも，現在完了形というのは直説法過去が用いられる過

去形の文と同様に過去を示す用法がある。しかし，この場合は終了した事

象が現在に残している結果に関心がある場合に用いられる「結果」を示す
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用法となるため，（24c）の傍線部の和訳「それについては何も知らなかっ

たという結果」は，（24a）の傍線部の和訳「それについては何も知らなかっ

た」とは若干異なることが言える。

5. 直接話法と間接話法の文体的効果

3章と 4章でも述べたように，直接話法と間接話法は，聞き手に伝える

機能を持つという点では共通している。しかし，両者の違いは直接話法の

語り手の発言・思考内容を文字通りに聞き手に伝えるか，そうではないか

という点である。直接話法は 3.1章でも述べたように，直接話法の内容を

文字通りに聞き手に伝える機能を持つ。これに対して，間接話法は 3.2章

でも述べたように，直接話法で示された内容を直接話法の発言・思考内容

を再現する語り手の視点から見た形で聞き手に伝える機能を持つ。要する

に，間接話法は直接話法の内容を櫨過した形で聞き手に伝えるということ

である。その顕著な例こそが4.2章で述べた間接話法への転換が不可能な

文の存在である。このことから，直接話法と間接話法が示す内容の聞き手

に対する印象の度合は，直接話法の方が間接話法よりも強いことが言え，

(23a）の直接話法で示された傍線部の内容の方が，（23c）の間接話法で示

された傍線部の内容よりも聞き手に強い印象を与えることが考えられる。

(23a) Dぽ Vorarbeiterbefahl mir：”Erledige diese Arbeit heute noch！“ 

(23c) Der Vorarbeiter befahl mir, ich soil (t) e diese Arbeit noch am gleichen Tag 

erledigen. 

6. 直接話法が意図的に使われる理由

本章では， l章で挙げた（I）と（2）を含む『トニオ・クレーガー』の

一節からの文を基にして， 3章と 4章で述べた直接話法と間接話法の機能，

そして両者の語学的特徴について触れながら検証する。この検証結果から，

作者であるトーマス・マンが次の2つの理由から直接話法を使っているの

ではないのかという点について扱いたい。

①作中人物の会話の場面

②発言を導入する動詞に何らかのニュアンスが加わっているケース
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まず，①の作中人物の会話の場面についてだが，これは次の（I）を使っ

て検証する（なお，本章で挙げている用例の和訳は筆者による）。

(I）持Jaκsagteer (Tonio），抄manisst iiberhaupt zu schwer hier oben. Das macht 

faul und wehmiitig.《

妙盟担盟皇2《賢iタ戸－e！~？｝！~ der junge Mann und betra出 eteihn (Tonio) 
verdutzt... 

沖Siesind wohl合emdhier, Herr?≪ f!!些 er(der junge Mann) plotzlich… 
〈百10masMann: Tonio Kroger[?.] (2004:S.298)) 

「そうだよ」とトニオは言った。「この辺りの北の地域の食事は全般的に

重過ぎです。こういう食事が人をものぐさに憂欝にするのです」

「憂欝に？」と若い男は繰り返し言った。そして，若い男はトニオのこ

とを呆気にとられた様子で眺めた。

「御主人，あなたはここの土地の者ではございませんね？」と若い男は

突然尋ねた。

(I）の場面についてだが，場面はトニオがデンマークへ向かう船の中。

そこで出会ったハンブルク出身の若い商人と夕食で出されたエピのオムレ

ツについて語り合っている内容である。（I）では， トニオと若い商人とい

う2人の会話内容が全て直接話法の形で示されている。なぜこの場面で直

接話法が使われているのか。その理由は会話の場面であり，会話というも

のは聞き手の存在がないと成立しないからである。もし，聞き手が存在し

なければ，それはただの独り言であり，会話とは言えない。 3.1章で述べ

たように，直接話法は語り手の発言・思考内容を文字通りに聞き手に伝え

る機能を持っているため，語り手の発言・思考内容を示すだけではなく，「強

調」する機能も持つ引用符という特別な記号が添えられる。これらの理由

から，（I）中の全ての文に聞き手が示されていなくても，直接話法で示さ

れた内容は聞き手に強い印象を与えることが言えるのではないのか。もし，

この場面を間接話法で示していたとすれば， 3.2章で触れた間接話法の機

能から， 2人の発言そのものではなくなり，直接聞き手に伝わらず，場面

の臨場感が弱くなるため， トーマス・マンは敢えて直接話法で示したと言

えるのではないのか。
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次に，②の発言を導入する動詞に何らかのニュアンスが加わっている

ケースだが，これについては（1）と（2）を含む一節を使って検証する。

まず，（1）についてだが，問題となる箇所は3行目と 4行目の直接話法

である。 lつ目は 3行目の傍線で示された直接話法沖Wehmiltig？≪を導入す

る点線部の動詞 wiederholenで，このwiederholenが示す「繰り返す」とい

う意味がポイントとなる。なぜなら，「繰り返す」という意味は sagenの「言

う」という意味に「もう一度Jという意味が付加されているから， 3行目
の直接話法は聞き手に強い印象を与えることが言える。 l行目から 2行目

の直接話法は，自分が住んでいるドイツ南部とは違い，胃もたれするよう

な物ばかりを食べているからドイツ北部の人間はものぐさで憂欝な人ばか

りだという， トニオの北部ドイツの食事や住民に関する侮辱的な発言が示

されている。これに対する直接話法で示された若い商人の「憂欝に？」と

いう発言には，北部ドイツのことを庇した聞き手であるトニオに対する若

い商人の怒りが込められているため，この直接話法は聞き手に強い印象を

与えることが言える。 2つ目の4行目の傍線部についてだが，直接話法を

導入する企agenにイタリック体で示された「突然に」という意味の副詞

plotzlichが付加されている。合agenの意味「質問する」は相手に何かしら

の発言を求める動作を示すため， fragenのみが直接話法を導入しでも，そ

の直接話法で示された内容は聞き手に強い印象を与えることが言える。 4

行日では更に副詞が付加されていることから， トニオの北部ドイツに関し

ての侮辱的な発言に対する怒りのあまり，とっさに直接話法が示す「あな

たはここの人間ではないね？Jと若い商人がトニオに質問したことが言え

る。次に，（2）である。

(2) ≫主坐旦占型民，子予$！モTonio，持eswarneα，sp崎町e回 ugehen.≪

Ihre Hiinde, die sich drtickten, waren ganz nass und rostig von der 

Gartenpforte. Als aber Hans in Tonios Augen sah, entstand etwas wie reuiges 

Besinnen in seinem (Tonio) htibschen Gesicht. 

悼むbrigenswerde ich 凶chstens>Don Carlos< lesen!≪ 子予~巴釘 (Hans) rasch. 

沖Dasmit dem Konig im Kabinett muss famos sein！制Dannnahm er (Hans) 

seine (Hans) Mappe unter den Arm und lief <lurch den Vorgarten. Bevor er 

(Hans) im Hause verschwand, nickte er (Hans) noch einrnal zu尚北．
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(Thomas Mann: Tonio Kro伊r[l.](2004:S.254)) 

「さようなら，ハンス」とトニオは言った。「散歩は楽しかったね」

握り合った両者の手は庭木戸のためすっかり濡れて茶色になっていた。

しかしハンスはトニオの目を見た時， トニオの可愛らしい顔には何か後

悔の念のような表情が現れていた。

「ところで，近々『ドン・カルロス』を読もうと思うのだ」とハンスは

即座に言った。「小部屋にいる王様のことは素敵であるに違いない」その後，

ハンスは手提げカバンを脇に抱えて前庭を通って走って行った。家の中に

姿を消す前に，ハンスはもう一度振り返って領いた。

この場面は，主人公であるトニオ・クレーガーとトニオが恋心を抱いて

いたハンス・ハンゼンが放課後の散歩時にリンデン広場に来て，そのそば

にあるハンスの屋敷の前で別れを告げる場面である。別れの挨拶の後，散

歩の時にトニオがシラーの『ドン・カルロス』を勧めてくれたことに対

してハンスが拒絶の態度を示した。自らの態度によって， トニオの表情が

どことなく元気がないと察し，彼の機嫌を直すために，『ドン・カルロス』

を読もうというハンスの発言内容が直接話法で示されている。 5行目の傍

線で示された直接話法を導入する点線部の動詞sagenはただ「言う」だけ

ではなく，イタリック体で示された「即座に」という意味の副詞raschと

用いられている。このsagenとraschの共起によって． トニオの機嫌を損

ねたので，すぐに『ドン・カルロス』を読むつもりでいることを言って，

少しでもトニオの機嫌を直さねばならないというハンスの焦りの気持が直

接話法内で示されている。このことから，直接話法の内容は聞き手である

トニオにとって，愛しているハンスが『ドン・カルロスJに興味を持って
くれたという嬉しい内容になり，この直接話法は聞き手に強い印象を与え

ることが言える。

このような事情から， トーマス・マンは（1）と（2）の問題とした箇所

を意図的に直接話法で示していることが考えられる。

7. おわりに

本論では，引用形式と関わりのある指示表現，そして直接話法と間接話

法の様々な特徴について言及しながら，『トニオ・クレーガー』において，
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トーマス・マンが直接話法を意図的に使っている理由について扱った。そ

の結果，作中人物の会話の場面であること，そして直接話法を導入する動

詞と副調との共起などによって何らかのニュアンスが加わっているため，

直接話法が意図的に使われているという点を述べた。とりわけ，後者のケー

スは『トニオ・クレーガー』の中でよく現れるため，本論で扱った用例だ

けではなく，他の該当する用例を対象にして，頻度調査を含めた更なる検

証を今後の課題としたい。

注

1）詳細は中島（2014a）を参照。

2）時のダイクシス表現のみの転換を示す文法書は，今回調査の対象とした文

法書の中には存在しなかった。

3）実際には主文が省略されている間接話法の用例が挙げられているが，本論

では主文を添えた形の用例にした。

4）実際には主文と引用符号が省略されている直接話法の用例が挙げられてい

るが．本論では両者を添えた形の用例にした。

5) Heidolph u.a. (1981:S.823）では．場所のダイクシス表現の用例は挙げられ

ていない。

6）この用例は，国松他［編］ ( 1990:2527頁）で挙げられている以下の文を基に．

筆者が作った文である。

Wenn die Sonne am hclchsten 蜘 ht,ist es Mittag. 

7）疑問調が用いられない疑問文（決定疑問文）についての言及は．紙面の都

合上省略した。

8）話法の助動詞mogenを使用するケースについての言及は．紙面の都合上省

略した。
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